
第 9 回「コトバと時代の関係性」 

柏野 和佳子さん（国立国語研究所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年最後で、本講座最後のゲスト講師として、国立国語研究所の柏野和佳子さんをお迎えして開催しました。 

柏野さんの日本語愛溢れる、また辞書を編纂されるお仕事への情熱を、2 時間感じる事が出来たと思います。 

    講座では、「①言葉の意味」「②国語辞典について」「③コーパスについて」、お話を伺いました。 

 

 

                     

 

 

 

 

 

👉言葉の意味は、悪い意味から良い意味に変わることもあるし、その逆もあるとのこと。石黒さんの時に

もお話があった「御前、貴様」は、昔は目上の人に言う言葉でした。また、ひとつの言葉でも広い意味で使

われることもあれば、狭い意味で使われることも。これも私たちが無意識に使いわけています。例えば、

「鍋」という言葉。「○○鍋」のように料理名で使う時と、調理器具としての「鍋」があります。そのような

例をいくつか挙げながら、言葉は常に時代や使い方ひとつで意味が変化するというお話がありました。 

                     

 

 

 

 

 

👉次に、辞書の用例について。ここで、ワークショップをやりました。「雲」、「前」、「すずしい」をどう説

明するか、辞書と勝負！ 皆さんの手がすぐに動き出したので、柏野さんも驚かれていました。 

   ＜皆さんからの答え＞ 

  ○「雲」…空中に浮遊する水蒸気の集合体。 

  ○「前」…人間の体で背中と反対の方向にある。 

  ○「すずしい」…体感が暑いと感じた時、気温が下がった時に感じること。 

辞書によっても言葉の説明は違うので、ぜひ読み比べてほしいですねと柏野さん。これは試してみたいですね。                      

 

すぎなみ 

大人“熟”してる？ 

Jukusiteru? TIMES‘１８ 
総合コース 

コトバ・ラボ 

＃9 
平成 31年 1月 11日発行 

発行元：社会教育センター（事務局） 

平成 30 年 12 月 14 日（金） 

午後 7 時～9 時 

於：セシオン杉並 

受講生：29 名 



👉最後はコーパスのお話。書き言葉を集めて、実際の使われ方を調べるために作られた膨大なデータベース

です。「少納言」、「中納言」、「梵天」などなど、使い方が違うコーパスを紹介してくださいました。特に、 

「少納言」は気軽にダウンロードできるので、皆さんもご家庭でぜひお試しください。 

 

 

 

 

 

 

 

   皆さんからの感想 

 ・途方もない時間がかかる仕事にただ、アゼン！としました。 

 ・コトバでコトバを説明する難しさを改めて感じました。 

 ・辞書に特徴があることが面白いと思いました。  

 ・通信手段の多様化と使用頻度の近年における急速な拡大に伴って、言葉の変化と込められた意味の拡大、 

  変化のスピードの増大は大変な事ですね。 

 ・国語辞書の楽しさ、奥深さが良くわかりました。先生方の努力のすばらしさに感動しました。 

 ・地道な用例集めに楽しげに取り組まれている姿に感動しました。こうした活動が日本語を支えていると 

  思いました。  

   （などなど、たくさんの感想をいただきました。） 

 

 

 

 

 

 

     

 

伊藤さんからの宿題（まとめに向けて） 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

ゲスト講師をお迎えしての講座は今回で終了、いよいよ次回が総合コース最終回です。伊藤さんからの宿題

を手がかりに、皆様それぞれに総合コースでの学びをふりかえっていただきつつ、他のコースと合同で開催す

る成果発表会でどんなメッセージを発信するか話し合います。次回の講座もお楽しみに！ 


